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 さとみ ➲ۑ

 �ラࣖᰴᘧ఍社 Ⴀ業本部Ⴀ業⟶⌮部 ㄢ㛗⿵బࢧ）

障ᐖ者職業⏕ά相談員�精神障がい者・発㐩障がい者職ሙ࣏ࢧーター�௻業在⡠職ሙ適ᛂ᥼ຓ者） 

 

㸯 ࡌࡣめ࡟ 

当社ࢧラࣖでは、஫いにᐦ᥋な関ಀにある「⾨⏕」「環

境」「健ᗣ」という３つのキー࣡ーࢻを஦業のᰕとし、こ

の基本⌮念に῝く関わるテーマを中心にＳ㹂Ｇ㹱を௻業ά

ື目標に取り入れ、ㄢ㢟解決に取り組んでいる。 

2019年㸴月᫬Ⅼで、ࢧラࣖと東᪥本を⟶㎄する東ிࢧラ

ࣖを合わࡏた従業員は、約1�7�0人。障ᐖ者雇用数は41名。

障ᐖ者雇用率は2��9㸣。障ᐖの種㢮は、身体障ᐖ、精神障

ᐖ、聴覚障ᐖ、知的障ᐖである。なお、Ⴀ業⟶⌮部の内ヂ

は⾲㸯の通りである。 

 

⾲㸯 㞀ᐖูႠᴗ⟶⌮㒊ෆヂ 

人数

7

12

聴覚 1

合計

༊ศ

精神 4

発㐩

 

 

２ 㞀ᐖ⪅㞠⏝⟶⌮の࣒࣮ࢳ෌⦅ᡂ࡬ 

Ⴀ業⟶⌮部で、障ᐖ者雇用をጞめて５年㛫のᪧ業務相関

図は図㸯の通りである。 

 

 

図㸯 ᪧᴗົ┦㛵図 

 

Ⴀ業⟶⌮部での障ᐖ者雇用⟶⌮に関わる඲ての業務にお

いて⟶⌮者㸯名で対ᛂしていた中でㄢ㢟が⏕じる。 

 

(�) 課題 

障ᐖ者雇用の拡大の୍つとして定ᮇ的に障ᐖ者を雇用し

ていたが、ある᫬ᮇから㊊㋃み状ែが続く。⾲２の通りで

ある。 

 

⾲２ 㞀ᐖ⪅㞠⏝ᩘ᥎⛣ 

年 月 人数

 3月 3

 9月 4

11月 �

 2月 �

12月 7

 4月 �

 �月 9

 �月 10

2017年  3月 10

201�年  �月 10

2019年  �月 12

2014年

201�年

201�年

 
 

また、ຮᙉ఍や社እへの取り組みなど࣏ジテ࢕ブなこと

も思うように進まなくなる。 

(2) ཎᅉ 

障ᐖ者雇用⟶⌮者㸯名で10名の障ᐖ者を⟶⌮していたた

め、その⟶⌮だけでキャパ࢜ーࣂーになってしまった。 

(3) ゎỴ⟇ 

実務を‽ഛしてもらっていた担当者を実務リーダーとし、

┤᥋業務指示を行うような௙組に変更する。図２の通りで

ある。 

  

 

図２ ᪂ᴗົ┦㛵図 
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障ᐖ者の業務内ᐜは、㹕Ｅ㹀や㹇㹒に関わるため、それ

にヲしい者が実務リーダーになることで、業務内ᐜがより

᫂☜になり、適ṇな指示が行え、障ᐖ者も⌮解しやすくな

る。 

(4) ຠᯝ㸯 

ᪧ体制で業務指示を行っていた᫬㛫は、᪂体制では現有

ᡓ力のࣔチ࣋ーションを上ࡆるためにⰍ々と他の業務へ取

り組むことが可能になる。 

さらに、୍人ࡦとりへ手ཌい対ᛂができるようになる。

また、ᨭ᥼஦業ᡤとの関ಀを῝める᫬㛫も増え、以๓より

も障ᐖ者雇用拡大と定着へ取り組める᫬㛫が増加した。 

(�) ຠᯝ２ 

実務リーダーが┤᥋、障ᐖ者とコミュニケーションをと

ることになり、それࡒれの≉性、能力、人᯶を⫙でឤじる

ことができるようになる。それによって、障ᐖ者୍人ࡦと

りにఱができるかということを知ることができ、それࡒれ

に適した業務をインプットすることができるようになる。

⤖ᯝ、実務リーダーがやってもらいたい実務のᖜもᗈがり、

障ᐖ者が行う業務の⏕⏘性が上がることに⧅がる。 

(�) ຠᯝ㸱 

障ᐖ者も、この実務リーダーから効率的なＰ㹁ᶵ能や᧯

作をᩍ示してもらうことができ、業務内ᐜの⌮解力や技術

の習ᚓなどの情報㔞が増加する。 

 

㸱 ᴗົෆᐜ 

㢳ᐈデータ࣋ースのᩚ⌮作業。Ⰽ々なデータ࣋ースにᩓ

在している≉定の㢳ᐈ情報を⤫୍コーࢻで⣣࡙け୍元⟶⌮

する。Ⴀ業の知りたい情報を᭱適化することは、Ⴀ業άື

に┤⤖する大ษな業務である。 

現在では、これらの単⣧作業に加え、プロフェッショࢼ

ルな業務、より㧗ᗘな作業にも取り組んでいる。図３の通

りである。 

 

 

図㸱 ᴗົෆᐜ 

 

㸲 㞀ᐖの≉ᛶࢆάࠊࡋ࠿⬟ຊࢆぢᴟめ࡚ఙࡍࡤ 

３業務内ᐜのグ㍕の中に、単⣧作業に加え、プロフェッ

ショࢼルな業務、より㧗ᗘな作業とあるが、これは≉に発

㐩障ᐖの≉性をάかしたものである。発㐩障ᐖのሙ合は、

㞟中力を発᥹することが多く業務や環境がマッチすれば大

きな成ᯝを⏕む。また㧗ᗘな潜在能力をぢつけ出し、その

能力を引き出ࡏば大きなᡓ力になり、Ⴀ業の⏕⏘性ྥ上に

 。ることができるࡆ⧄

 

５ 今後 

障ᐖ者も「成㛗したい、ステップアップしたい」思いは

ある。そのためには、キャリアアップにも⧅がる業務を積

極的に行ってもらう。ᘢ社では現在２名が‽社員に᪼᱁し

ている。⊂学で習ᚓしたプログラミングで業務をシステム

化し業務の効率をあࡆ成ᯝをあࡆている。また、障ᐖ者で

ある本人がチームのタスク⟶⌮を行いチームをまとめてい

る。 

このように᪥々の௙஦によるア࢘トプットをキャリア

アップに⧅ࡆたい。そのキャリアアップがまた、Ⴀ業の⏕

⏘性をさらに上ࡆるのだ。まさに、「障ᐖ者はᡓ力となり

⏕⏘性ྥ上につながる」のである。 

 

【参考文献】 

障ᐖ者雇用のᩍ⛉᭩㸸஧ぢṊᚿ�ኴ㝧出∧ 
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㞀࠸ࡀ⪅♫ဨࡀ୺体と࢟࢖࢟࢖࡚ࡗ࡞とാࡃ⫋ሙのࡾࡃࡘ᪉ 

㹼ࠊࡐ࡞㞀࠸ࡀ⪅୰ᚰ࡛࡟࡞ࢇࡇࠊ௙஦ࡀᅇࠊࡾ཰┈ࡿࡀୖࡀの࠿㸽㹼 
 

㉺ ဴᮁ（す部⯪ۑ
さ い ࡪ

⤖⤎ス࢞
ばんࡺう

ᰴᘧ఍社 ௦⾲取⥾役社㛗） 

大ⶶ 健ྖ（す部࢞ス⤎⤖ᰴᘧ఍社 ༓௦஦業ᡤ） 
 

㸯 ఍♫ᴫせ 

す部࢞ス⤎⤖ᰴᘧ఍社は、す部࢞スᰴᘧ఍社のᏊ఍社と

して2017年㸯月に設❧され、ྠ年３月に≉౛Ꮚ఍社のㄆ可

を取ᚓした。ぶ఍社のす部࢞スᰴᘧ఍社は⚟ᒸᕷ༤多༊に

本社を⨨く㒔ᕷ࢞スの〇㐀供⤥㈍኎の஦業者で、඲ᅜの㒔

ᕷ࢞ス〇㐀供⤥㈍኎の஦業者の中でも初の≉౛Ꮚ఍社設❧

となった。また、ぶ఍社の元社員（⯪㉺）が設❧していた

ᑵປ⛣行ᨭ᥼஦業の఍社を㹋㸤ＡによりᏊ఍社化し、≉౛

Ꮚ఍社にするという඲ᅜでも極めて⛥な手ἲによる設❧で

ある。≉౛Ꮚ఍社のㄆ可取ᚓ後、ྠ年12月にはす部࢞ス 

グループ㸴社の関ಀ఍社≉౛のㄆ可まで取ᚓした。2019年 

㸶月᫬Ⅼの社員数は20名で、そのうち10名が障がい者 

（精神障がい者２名、発㐩障がい者４名、知的障がい者２

名、身体障がい者㸯名、精神・身体障がい者（難⑓ᝈ者）

㸯名）であり、ᵝ々な障がい者がാく႐びをឤじながら 

勤務しており、ぶ఍社であるす部࢞スᰴᘧ఍社のダイࣂー

シテ࢕ー経Ⴀ推進の୍⩼を担っている。 

 

２ ஦ᴗෆᐜ 

大きくศけて５種㢮の஦業を展開している。 

(�) ༓௦஦ᴗᡤ㸦࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣆࢥ⤎⤖㸧 

 コࣆー、デࢨイン、印刷、࢜リジࢼル㹒シャࢶ・グッズ

制作、〇本、スキャニング、データ入力、㹁Ａ㹂、名่作

成、ⅬᏐ等のビジネス࣏ࢧート業務ཬび建≀Ύᤲ⥔持⟶⌮

業務を行なっている。 

(2) ᫓᪥஦ᴗᡤ㸦࣮࣡ࢫ࢕ࣇ࢜ࢡ⤎⤖㸧 

 障がい⚟♴ࢧービス஦業（ᑵປ⛣行ᨭ᥼・ᑵປ継続  

㹀型）で、障がい者のᑵປᨭ᥼を行ない、௻業が雇用した

くなる人ᮦを育成している。 

(3) ぶ఍♫♫ဨの࣮ࣜ࣡ࢡᨭ᥼஦ᴗ 

 ぶ఍社の㛗ᮇఇ業社員を対象とした職ሙ᚟ᖐᨭ᥼プログ

ラム「す部࢞ス⤎⤖ࣆアリ࣡ークᨭ᥼」を作り、ぶ఍社の

人஦担当部⨫や職ሙの上ྖཬび⏘業་・ಖ健ᖌとᐦに㐃ᦠ

し、職ሙ᚟ᖐ๓のリࣁビリのᨭ᥼を担当している。 

(4) す㒊ࣉ࣮ࣝࢢࢫ࢞の♫ဨの⚟♴࡟㛵ࡿࡍ┦ㄯ஦ᴗ 

㸦௻ᴗෆ࣮࣮࢝࣡ࣝࣕࢩ࣮ࢯ஦ᴗ㸧 

 グループ఍社の社員⮬身や社員のᐙ᪘の⚟♴に関する 

相談を受け௜け、適ษな社఍制ᗘや社఍㈨※に⧅ࡆている。

（相談౛）社員のᏊどもに発㐩障がいがありᑵ職できない 

э当社の障がい⚟♴ࢧービス஦業に⧅ࡆる 

(�) 㞀࠸ࡀ⪅㞠⏝ࢢࣥ࢕ࢸࣝࢧࣥࢥ࣭ࢺ࣮࣏ࢧ஦ᴗ 

 す部࢞スグループの障がい者雇用の࣏ࢧートやᆅሙ௻業

等の障がい者雇用のコンࢧルテ࢕ングを行なっている。 

 

㸱 ♫ဨ඲ဨ࡛┠ᣦࡿ࠸࡚ࡋ実⌧࠸ࡓࡋጼ 

 当社は実現したい姿として２つのことを目指している。 

 障がいがあっても、ᙉみを⏕かし、イキイキとാく 

 障がいがあっても、⣡⛯者になり、㧗㱋者をᨭえる 

この２つの姿を実現するための஦業άືを通して、௻業

と障がい者の᪂しい㐃ಀࣔデルとして、ᵝ々な取り組みを

社఍にఏえ、障がいがあっても当たり๓にാける社఍࡙く

りに寄与していきたいと考えている。 

 

㸲 ༓௦஦ᴗᡤ㸦࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣆࢥ⤎⤖㸧のྲྀࡳ⤌ࡾ 

当社の኎上の多くを༨め、障がい者社員が中心となって

ビジネス࣏ࢧート業務や建≀Ύᤲ⥔持⟶⌮業務を行なって 

いる༓௦஦業ᡤ（コࣆーࢭンター⤎⤖）の取り組みにス

 。ットを当ててㄝ᫂する࣏

(�) 㞀࠸ࡀ⪅୺体の஦ᴗᒎ開 

 当社は「障がい者が主役となり、役割をもって⮬信を

もってイキイキとാく」ことを目指している。そのために

行なっている取り組みは以下のとおりである。 

 

⾲㸯 㞀࠸ࡀ⪅୺体の஦ᴗᒎ開 

 ࡳ⤌ࡾྲྀࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜

㸯 

㞀࠸ࡀ⪅࣭೺ᖖ⪅と࠺࠸ศࡅ᪉࡛࠾ࠊࡃ࡞஫ࡀ࠸

࠿⏕ࠊ࠸ྜࡋㄆ㆑ࢆとࠖࡇ࡞と࣭ⱞᡭࡇ࡞ᚓពࠕ

 ࡿ࡞࡟㛵ಀ࠺ྜ࠸⿵࡟஫┦ࠊ࠸ྜࡋ

２ ᚓពࡇ࡞ととᴗົࡿࡆ࡞ࡘࢆ 

㸱 

㞀࠸ࡀ⪅♫ဨࡶᚓព࡞ศ㔝のࡘ❧࡟ࢺࣥࣟࣇ 

㸦᥋ᐈࠊ㟁ヰᛂᑐࠊ⣡ရࠊ㞟㔠ࠊసᴗศᢸࠊရ㉁

 㸧࡝࡞ࢡࢵ࢙ࢳ

 

୍⯡的な≉౛Ꮚ఍社が「ࣆラミッࢻ型の組⧊運Ⴀ」で、

「Ⴀ業・᥋ᐈする人＝業務開ᣅ担当社員」「作業を指ᑟす

る人＝ᨭ᥼担当社員」「作業を指ᑟされる人＝障がい者 

社員」というようにศけられているのに対して、当社は

「フラットでᚓ意を⏕かしⱞ手を⿵い合う『⥙の目』の 

関ಀの組⧊運Ⴀ」である。 
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図 ༓௦஦ᴗᡤ㸦࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣆࢥ⤎⤖㸧の⤌⧊㐠Ⴀ 

 

当社は、障がい者も健常者も関ಀなく、ㄡもがႠ業や 

᥋ᐈをし、ㄡもが㟁ヰを取り、ㄡもが作業を行ない、ㄡも

がရ㉁チェックを行ない、ㄡもが⣡ရに行き、ㄡもがㄳồ

㞟㔠業務を行ない、ㄡもがおᐈさまから┤᥋「ありがと

う」というឤㅰのゝⴥを㡬ᡝしている。障がい者社員も 

ᚓ意なศ㔝でフロントに❧って業務を行なうのが、ࡈく 

当たり๓のことである。 

業務を行なっていくうえでは「障がい者」と「健常者」

の༊ศけの意㆑は඲くなく、ㄡもが୍人の社఍人として、

ᚓ意なことを⏕かして業務を行ない、ⱞ手なことはㄡかに

⿵ってもらっている。お஫いに意㆑し合っているのは、

「障がい者・健常者」ではなく「ᚓ意なこと・ⱞ手な  

こと」である。 

当社の障がい者社員は、障がいの種別や≉性が多ᒱに

渡っている。健常者社員も合わࡏてそれࡒれの「ᚓ意」が

㞟まると、かなりᖜがᗈく、業務に⏕かࡏる「キラリと 

ගるもの」がたくさん㞟まっている状ែになっている。 

そのᖜᗈいᵝ々な「ᚓ意」を⏕かして、それࡒれが主体的

に業務を行なうことで、業務の種㢮や制作できるアイテム

は、㝈りなくᗈがってきている。また、業務のᖜのᗈがり

とྠ᫬におᐈさまのᖜもᗈがっている。ぶ఍社のす部࢞ス

をጞめとしたグループ఍社はもちࢁんのこと、グループእ

の多くの఍社やᅋ体、さらに୍⯡の個人のおᐈさまからも

多くの௙஦を発ὀいただけるようになってきている。 

 

⾲２ ༓௦஦ᴗᡤのᴗົの✀㢮と࠾ᚓពࡉまのᩘ㸦2���ᖺᗘ㸧 

ෆᐜ  ᩘ

ᴗົの✀㢮 2�✀㢮 

 まࡉᚓព࠾

 ♫�ෆ 3ࣉ࣮ࣝࢢ

 እࣉ࣮ࣝࢢ
4�♫ 

㸩ಶேの࠾ᐈࡉま 

 

(2) ၟ኎㸻ࢫࢿࢪࣅの☜❧ 

「≉౛Ꮚ఍社だから、障がい者がാくሙがあり、ẖ᪥ 

௙஦ができていればそれでいい。」というわけでは決して

ない。ᰴᘧ఍社である以上、ၟ኎を成❧さࡏ、฼┈を㏣ồ

し、㯮Ꮠを出してỌ続的に成㛗し続けることが୙可Ḟで 

ある。当社が「኎上が上がり、฼┈が出ࡏる஦業にする」

のために行なっている取り組みは以下のとおりである。 

 

⾲㸱 ၟ኎㸻ࢫࢿࢪࣅの☜❧ 

 ࡳ⤌ࡾྲྀࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜

㸯 ࢫࢿࢪࣅ࿘ࡿ࠶࡟ࡾ௙஦ࢆ୺ᴗົࡿࡍ࡟ 

 ࡿ࡞࡟ࣉࢵࣙࢩࡿసれࡀࢬࢵࢢࣝࢼࢪࣜ࢜ ２

㸱 
ே㏻ࡀࡾከ࠸㏻㊰ἢࡷࡋ࠾࡛ࣥࣉ࣮࢜࡟࠸れ࡞

 ࡿࡍ開タࢆࣉࢵࣙࢩ

㸲 
 ࡾれ࡛ධࡷࡋ࠾ࠊࡋᏑᅾ࡟ࡃ㏆ࡄࡍまのࡉᐈ࠾

 ࡿࡍ࡟ࣉࢵࣙࢩ㞺ᅖẼの࠸ࡍࡸ

 

当社の༓௦஦業ᡤは࢜ープンなᗑ⯒である。す部࢞スの

本社ビルのᆅ下の人通りが多い通㊰に面しており、୍ぢ、

らりとࡩ、れなᗑᵓえでࡷフェにぢ㛫㐪えるようなおし࢝

❧ち寄りたくなる✵㛫になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

༓௦஦ᴗᡤ㸦࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣆࢥ⤎⤖㸧のᵝᏊ 

 

５ まとめ 

 以上の取り組みの⤖ᯝ、下グの２つが実現している。 

 2017年設❧以来、２ᮇ㐃続で㯮Ꮠを㐩成し、雇用する

障がい者を増やࡏている 

 201�年ᗘ実⦼で、グループ内እ኎上ẚ率が、グループ

内㸸グループእ Ҹ �0㸣㸸�0㸣となっている 

 

【連絡先】 

⯪㉺ ဴ  ᮁ

す部࢞ス⤎⤖ᰴᘧ఍社 

㟁ヰ㸸092�����24�3 

H�PDLO㸸W�IXQDNRVKL#EDQ\X�NL]XQD�FRP 
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㞀࠸ࡀ⪅㞠⏝のᣑ኱とྍ⬟ᛶ࡬のᣮᡓ 
 

 （㛗社役⥾取⾲௦ ズ࢕࢘・࢘ュキンࢧ社఍ᘧᰴ）୕᠇ 本‮ۑ

 

㸯 ओࢬ࢕࣭࢘࢘ࣗ࢟ࣥࢧの⤂௓ 

ぶ఍社（ᒣ஑ᰴᘧ఍社）の⤂௓はḟのとおり。 

本社ᡤ在ᆅ㸸東ி㒔中ኸ༊຾どき㸴୎目５␒23  ྕ

従業員数㸸単⊂ 12�0�9名、㐃⤖ 31�137名（2019年

３月ᮎ現在） 

設❧年月㸸大ṇ㸵年（191�年）10月㸯᪥ 

஦業のᰕはᶵᕤと≀流で、኎上ẚ率はᴫ４ࡡ対㸴である。

ᒣ஑ओは% WR %（௻業㛫≀流）を担う఍社で主せᐈඛはい

ずれも᪥本やୡ⏺を௦⾲する௻業。ओࢧンキュ࢕࢘・࢘ズ

はᒣ஑ओの≉౛Ꮚ఍社として2007年㸴月஦業を開ጞ。 

 

２ 㞠⏝ᣑ኱と⫋ᇦᣑ኱㸦 ྍ⬟ᛶ࡬のᣮᡓ㸧のྲྀࡳ⤌ࡾ 

2007年創業᫬は５名の雇用から開ጞ（図㸯参照）。2019

年㸶月現在（以下「現在」という。）では��名にまで増加。

障がい者のἲ定雇用率2�2㸣への対ᛂも有り、┤近２年㛫

で19名増、㏥職は２名である。 

 

 

図㸯 ♫ဨᩘの᥎⛣ 

 

社員の増加にకって職域の拡大がᚲ㡲であった。 

(�) ஦ົᡤࢺ࣮࣏ࢧ஦ᴗのᒎ開 

創業᫬は㸯業種（Ύᤲ業務）だったが、シュレッダーな

ど㍍作業や஦務⿵ຓ業務などで職域を拡大。 

(2) 3&㸦ࣥࢥࢯࣃ㸧஦ᴗのᒎ開 

スキャニング（⣬ᩥ᭩の㟁Ꮚ化）に続いて、2014年にᒣ

஑グループ社員が業務用として౑用したパソコンのデータ

ᾘཤ業務を開ጞ。ḟに、᪂規ᑟ入するパソコンへの26ᑟ入

やアプリケーションソフトᑟ入などのキッテ࢕ング作業へ

と職域を拡大している。 

 ஦ᴗのᒎ開࢙ࣇ࢝ (3)

᫖年は、本社ビルのラ࢘ンジで࢝フェ஦業を開ጞし、㸴

名を雇用する職ሙを᪂たに作ることができた。 

ᖹᡞႠ業ᡤ、໭஑ᕞႠ業ᡤもロー࢝ルニーズに合わࡏて

職域を拡大している。 

このᵝに職域を拡大（＝可能性へᣮᡓ）するດ力を続け、

現在では12の職種を஦業運Ⴀしている（図２参照）。 

 

 

図２ ⫋ᇦᣑ኱のྲྀ⤌ࡳ 㹼ྍ⬟ᛶ࡬のᣮᡓ㹼 

 

㸱 ᒣ஑࡛ࣉ࣮ࣝࢢのᗈሗά  ື

職域の拡大に当たっては、ᒣ஑グループ内において「当

社に対する⌮解」を῝めて༠力して㡬く஦が大஦である。 

当社の஦をⰋく知って㡬くため、ᒣ஑グループ内でのᶵ関

ㄅへのᢞ✏や社内報や࣏ータルࢧイトで積極的に発信。 

 また、当社の社員が࣓ール㞟配や⣬ᩥ᭩の回཰などで執

務ᐊをゼၥする際、Ẽ持ちⰋくᣵᣜする஦やാく姿をぢて

㡬く஦、࢝フェ来ᗑ᫬の᥋ᐈなどを通じて、ᒣ஑グループ

の方々に、ぶしみを持って㡬けるᵝにດめている。 
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㸲 ᭱㏆の⫋ᇦᣑ኱の୍౛ 

(�) ࣓࣮ࣝ㞟㓄ࢫࣅ࣮ࢧの࢔࢚ࣜᣑ኱ 

本社ビルで行っている࣓ール㞟配を㞄᥋の➨஧ビルへ拡

大し、２名体制から５名体制に増員。 

(2) ᙜ♫の3&㸦ࣥࢥࢯࣃ㸧஦ᴗとࡣ 

データ入力・᭩㢮のスキャニングに加え、᪂しい職域の

開ᣅ� 可能性へのᣮᡓ）である。 

・᭩㢮の㟁Ꮚ化 

・3')の([FHO化 

・౑用῭みパソコンのデータᾘཤ 

・パソコンの初ᮇ設定作業（キッテ࢕ング） 

・ᕠ回作業 プリンターへのコࣆー用⣬の⿵⤥ 

・社用ᦠᖏ L3KRQHのキッテ࢕ング 

以下、௦⾲的な作業を⤂௓する。 

 ᾘཤࢱ࣮ࢹのࣥࢥࢯࣃ஢⤊ࢫ࣮ࣜ ࢔

パソコンを௦᭰する際、ྂいパソコンのデータをᾘす作

業。以๓はᒣ஑グループのシステムಖᏲ఍社のエンジニア

が対ᛂ。2014年から、本社と໭஑ᕞႠ業ᡤの２ᣐⅬで当社

の社員が対ᛂし、作業ྎ数は年㛫3000ྎ⛬ᗘ。஦業開ጞ以

来「作業ミスはࢮロ」。 

 సᴗ㸦㸻ึᮇタᐃసᴗ㸧ࢢࣥ࢕ࢸࢵ࢟のࣥࢥࢯࣃ ࢖

ᒣ஑グループで౑用する᪂規パソコンに:LQGRZV、

2IILFH、ࢭキュリテ࢕ソフト、また設⨨ሙᡤにᛂじて、ᶵ

ᕤ⣔、≀流⣔、఍計⣔等の基ᖿシステムをインストールし

初ᮇ設定を行う。 

従来、ᒣ஑グループのシステムಖᏲ఍社のエンジニアが

対ᛂ。201�年４月、当社社員が対ᛂする体制へ୍ᩧにษり

᭰えた。⣼計作業ྎ数は約㸯୓ྎ。設定項目は約120項目�

ྎで、延120୓項目の設定を実施。３年㛫「作業ミスはࢮ

ロ」という⣲ᬕらしい作業ရ㉁をキープしている。 

(3) ⏕まれࡿ࠶ࡘࡘዲᚠ環 

データᾘཤ作業で「作業ミスはࢮロ」というዲ成⦼を⥔

持し、ḟの職種（キッテ࢕ング業務）の受ὀにつながって

いるというዲᚠ環が⏕まれつつあり、社員⮬らがດ力を積

み㔜ࡡ、⮬らの雇用のሙをᗈࡆている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) ♫ෆ8>.6$1ࠕ࢙ࣇ࢝ &$)(  ࠖ

201�年10月開業。ᤂきたての㇋をࣁンࢻࢻリップによる

ᢳ出で⨾࿡しいコーヒーを提供している。コーヒー、⣚Ⲕ、

フェラテ等の定␒࣓ニューでスタートし、ᚎ々に他の࣓࢝

ニューも作ってみたいとᕼᮃがでてきた。ᗑ員（社員）か

らのアイデアを元に、Ⰽ々な㢼࿡のシロップを౑った㝈定

࣓ニューをጞめ、マンネリ化することなくάẼに‶ちたᗑ

⯒を⥔持し、おᐈᵝからもዲ評。ẖ᪥の㈍኎数㔞は計⏬の

�0㸣増と大ᖜに伸びている。 

 

５ 㞠⏝ᣑ኱ࡓࡿࡍ⥆⥅ࢆめの課題     

2017年からの２年㛫で社員が19名増加。内、精神障がい

を持つ社員が14名増え約༙数を༨めている（図３参照）。 

 

 

図㸱 㞀࠸ࡀ✀ูの構ᡂẚと᥎⛣ 

 

増やした職域で௙஦を進めるなかで、心身トラブルも᫬

ᢡ㉳きている。 

このⅬへの、適ษな対ᛂが஦業ㄢ㢟となっており 

ձ 作業⟶⌮ぢᏲり役の増員 

ղ 精神ಖ健⚟♴ኈ�⮫ᗋ心⌮ኈ㈨᱁ಖ有者の配⨨ 

に取り組んでいる。 

≉に、後者は障がいを持つ社員の࣏ࢧートに加え、᪥常

業務でのẼ㐵いで⑂ປしている健常者社員の精神࣏ࢧート

も視㔝に入れている。 

今後は、70名、�0名への雇用増加を目指し、職域拡大の

ດ力をᘱまず続けていきたいと考えている。  

 

【連絡先】 

 ᠇ 本‮  ୕

 ᰴᘧ఍社ࢧンキュ࢕࢘・࢘ズ ௦⾲取⥾役社㛗 

 σ   㸸03�3�3��32�1 

 H�PDLO � VZBN�\XPRWR#VDQN\X�FR�MS 

 

ḟの᱌௳䞉䜸䝣䜯ーが᮶る 

᪂䛧い⫋✀がຍ䜟る（雇用のᣑ大） 

社ဨが୍⏕ᠱ࿨にྲྀ⤌䜏ά㌍䛧実⦼を䛒䛢る 

⎔ቃを用ពす䜜䜀、 
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【⥆⦅】⢭⚄࣭発㐩㞀ᐖ⪅のࡳの㞠⏝ࡿࡅ࠾࡟ 

⫋ᴗࣜࡧࡼ࠾ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁே㈈⫱ᡂ㸦ᡂ㛗ಁ㐍㸧のヨࡳ 
 

 （ンター㛗ࢭート࣏ࢧッシュᰴᘧ఍社 人஦部門 業務࣎）ᡤ ༤⛯ۑ
 

㸯 ࡌࡣめ࡟ 㹼⢭⚄࣭発㐩2�ேࠊ㞳⫋ࣟࢮ㸟 

ンター（以下ࢭート࣏ࢧッシュᰴᘧ఍社人஦部門業務࣎

「%6&」という。）では、2017年11月の組⧊開設以来、精

神・発㐩障ᐖ者のみを採用・雇用し、現在2�人の%�D㸯）が

４つのロケーションにศかれ、それࡒれ஦務・ᗢ務業務等

に従஦している。᫖年（201�年）、本◊✲・実㊶発⾲఍に

て育成やࣔチ࣋ーション施⟇について発⾲して以来、%�D

の数は12人からಸ増し（-&２）は５人から㸵人へ）、勤続

月数も当᫬の4��ࣧ月から11��ࣧ月へと伸びたが、依然と

して「㞳職ࢮロ」を継続している。今回は、その勤続⌮⏤

を中心に、%6&の職業リࣁビリテーションおよびࣔチ࣋ー

ション⥔持・ྥ上施⟇についてࡈ報࿌したい。 
1�2�当社では従業員のことをDVVRFLDWH�V�と࿧んでいるが、障ᐖ者手

ᖒをもつ%6&社員のことを%6&�DVVRFLDWH�V��%�Dと࿧⛠している。

また、%�Dの業務や育成をマネジ࣓ントする役割の健常者をジョブ

コーチ（-&）と࿧んでいる。これは、බ的㈨᱁取ᚓの有↓をၥわ

ない社内࿧⛠である。 

 

２ %�Dࡧࡼ࠾-&の࣮࢕ࣇࣟࣉ  ࣝ

(�) ᇶ♏᝟ሗ 

入社᫬年㱋ᵓ成は、20௦㸸30௦㸸40௦＝3�㸣㸸32㸣㸸

32㸣（ᖹᆒ年㱋34��ṓ）であり、4�ṓ以上も㸴人いる。⏨

ዪẚは３㸸２で⏨性が多い。学Ṕは୙ၥだが、⤖ᯝ的には

大学㝔・大学出身者（中㏥含む）が約㸵割とẚ㍑的㧗く

なっている。デ断名は、⤫合ኻㄪ症30㸣、発㐩障ᐖ2�㸣、

཮極性障ᐖ1�㸣、㨚⑓とẼศ変ㄪ症が各11㸣などとなって

いる。障ᐖ等⣭は２⣭が��㸣、３⣭が44㸣となっている。

通⟬職Ṕはᖹᆒで9�7年、通⟬社Ṕ数は���社（パート・ア

ルࣂイト含む）であり、ᖹᆒ勤続年数は1��年ᙅである。

ブランク（↓職ᮇ㛫）のᖹᆒは��2年となっているが、඲

員がᑵປᨭ᥼ᶵ関経⏤の採用であり、入社┤๓はࡰ࡯඲員

が↓職であった。ちなみに、ṇ社員Ṕ「有」は44㸣、஦務

職Ṕ経験「有」は4�㸣となっている。 

(2) ≉ᢏ㸸බⓗ㈨᱁ 

%�Dは、さまࡊまなࣂックグラ࢘ンࢻを持っており、

72(,&7�0Ⅼ以上５人を含むㄒ学⣔はもとより、,7・㔠⼥・

་⒪ಖ健・エンジニアなど、ศ㔝を㉸えたබ的㈨᱁をᡤ有

し、組⧊内ダイࣂーシテ࢕が実現している。 

(3) -&のࢻࣥ࢘ࣛࢢࢡࢵࣂ 

-&は、現在㸵名（⏨性５名・ዪ性２名）おり、඲員が࡯

かの部⨫からの␗ື者である。従๓、බ⚾いずれかで障ᐖ

者と関わりのあった者もいるが、障ᐖ者雇用に関しては඲

員が初めての職種である。各ロケーションのマネジ࣓ント

や人㈈育成を-&の⿢㔞に委ࡡていることもあり、着任後で

きるだけ᪩いタイミングで௻業在⡠型職ሙ適ᛂ᥼ຓ者

（ジョブコーチ）の㈨᱁を取ᚓしてもらった࡯か、障ᐖ者

雇用にಀる社እ◊ಟには、201�～2019年上༙ᮇにかけて、

延91࡭回出席している。ᖹᆒ年㱋は約�0ṓであり、この社

఍人経験の㇏ᐩさも%�Dの勤続をࣂックアップしている。 

⾲ %�Dのಖ᭷㈨᱁ 

 

㸱 %�Dの໅⥆⌮⏤㹼ࢺ࣮ࢣࣥ࢔ㄪᰝࡾࡼ 

%�Dの勤続⌮⏤について、%�Dアンケートを実施した（ㄪ

ᰝ᫬%�D数は24名）。 

(�) ໅⥆⌮⏤㸦⥲ྜ㸧 

予ഛㄪᰝからᢳ出した23の選ᢥ⫥について、⮬ศの勤続

の⌮⏤として㔜せな㡰から５つ選んで上఩から㡰に５Ⅼ～

㸯Ⅼを௜与し、その合計を計⟬したものである。その⤖ᯝ

を、%6&の職業リࣁビリテーションおよび人㈈育成の施⟇

に照らしてみる。 

図㸯 %�Dの໅⥆⌮⏤㸦⥲ྜ㸧 

 

まず、㸯఩の「-&の相談・࣏ࢧート」。%6&では、%�Dの

人᱁や能力（࣏テンシャル）をᑛ㔜し、個々の⮬ᕫ実現を

ートするという❧ሙから、ᩒえて「障ᐖ者ᢅい・≉別࣏ࢧ

ᢅいしない」という方㔪をᥖࡆており、%�Dにᶒ㝈・⿢㔞

を委ㆡし%�Dが業務を⮬律的に推進していくことを基本と

している（11఩㸸「⮬律的に௙஦ができること」）ため、

-&が積極的に配慮や手ຓけをしないが、困ったときに（⮬

発的・能ື的に）いつでも相談に஌れる体制が評価されて

いるようだ。２఩の「業務の多ᵝ性」。%6&では本人の⮬

ᕫ実現をᐜ᫆ならしめるため、基本的に「す࡭ての業務を

す࡭ての人」にアࢧインしている。その⤖ᯝ、%�Dたちは、

୍⯡に精神・発㐩障ᐖ者がⱞ手とされる「環境変化にᰂ㌾
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に適ᛂすること」「」数の職務や」㞧なᕤ⛬にᣮむこと」

をむしࣔࢁチ࣋ーションとしていることがわかった。３఩

「障ᐖ者ᢅい・≉別ᢅいしない」については、㸵఩「職業

リࣁビリテーションの⌮念」とేࡏて、組⧊⌮念や方㔪を

各施⟇に展開していることが⌮解・共ឤされていると考え

る。４఩「ྠ൉が相஫⌮解し、ຓけ合えること」。%6&で

は、精神・発㐩の人たちが≉にⱞ手とされるコミュニケー

ション力の開発・ಁ進にὀ力しており、す࡭ての௙஦をペ

ア࣡ークまたはチーム࣡ークで行っている（㸶఩）。５఩

「ṇ社員Ⓩ用制ᗘがあること」。本人にとってより大きな

目標をᥖࡆられることが、%6&でのᙼらの目標＝職業リࣁ

ビリテーション＝を᫂☜にし、より大きな࣏テンシャルの

開発につながっているように思う。 

(2) ໅⥆⌮⏤㸦♫Ṕู㸧 

୍方、社Ṕ別にẚ㍑対照してみると、いくつかの項目で

大きく␗なることがわかった。 

図２ %�Dの໅⥆⌮⏤ 

㸦♫Ṕู㸸㸯ᖺ௨ୖ㸭㸯ᖺᮍ‶ࠋ㡰఩ẚ㍑㸧 

 

 ᭱も㢧ⴭな㐪いをぢࡏたのが、㸯年ᮍ‶では13఩に過ࡂ

なかった「ྠ൉が相஫⌮解し、ຓけ合えること」が㸯年以

上では断トࢶの㸯఩となっていることである。この࡯か、

「マネジャーが専門職」（13఩э㸴఩）、「ᶒ㝈委ㆡ」

（20఩э11఩）などが大きく㡰఩を上ࡆている。୍方、社

Ṕの㛗さにకってప下したものは、「ṇ社員Ⓩ用」（２఩

э㸶఩）、「職リࣁ⌮念」（３఩э1�఩）、などである。

ここからㄞみ取れることは、%6&においては、勤続ᮇ㛫が

㛗くなる࡯ど「⮬律・⮬❧」の意㆑とそれに対するやりが

いが㧗まってくること、また「職リࣁの⌮念」のල体的施

⟇への཯ᫎが実ឤされてくるようだ。 

(3)まとめ 㹼ࠕᐃ╔ࠖࢆ┠ᶆとࡽ࠿࠸࡞ࡋᐃ╔ࡿࡍ㸟 

%6&の基本⌮念は、「職業リࣁビリテーションによる⮬

ᕫ実現」である。「定着」ではなく、プライ࣋ートを含め

た中㛗ᮇのキャリアや人⏕プランこそが目標であり、それ

を᪥常業務（職業リࣁビリテーション）を通じて実現して

いく。ㄪᰝの⤖ᯝからは、௰㛫や-&という「安心」と「信

頼」のもと、アイデンテ࢕テ࢕の回᚟・෌ᵓ⠏、多ᵝな業

務やコミュニケーションによるスキル⵳積、さらに成㛗実

ឤや࣡ークエンࢤイジ࣓ント（ά力・⇕意・ἐ㢌）などを

㧗めるための方㔪・施⟇への共ឤと実㊶が、「勤続」とい

う⤖ᯝにつながっていることがㄞみ取れる。 

⣬ᖜの㒔合から本✏では割ឡした「-&・マネジャーが考

える%�Dの勤続⌮⏤」や「（%�Dが）勤続のために続けてい

ること」のㄪᰝ⤖ᯝも㋃まえ、マネジ࣓ントの力Ⅼにㄪᩚ

を加えながら、よりよい人㈈育成を図っていきたい。 

 

㸲 036(0RWLYDWLQJ 3RWHQWLDO 6FRUH)の᥎⛣ 

%6&ではᅄ༙ᮇࡈとをめどに、%�Dの⮬ᕫ実現目標および

そのࢠャップ（このࢠャップを「ㄢ㢟」と定⩏）を本人と

఍社が共有するキャリア面談に合わࡏて、0363）という指

標を用いてࣔチ࣋ーションレ࣋ルの㏣㊧ㄪᰝを行っている。

これまでの推⛣は図３の通りである。初回から２回目にか

けてはす࡭ての項目でスコアが上᪼した。２回目から３回

目にかけては「多ᵝ性」はいっそう拡大したが、「完⤖

性」「⮬律性」は๓回್を下回る⤖ᯝとなった。௙஦のᖜ

が（ᛴに）ᗈがったために、඲体ീをぢ渡すことが難しく

なり、また指ᑟを受ける状況が増えてきたことがせᅉと思

われるが、スキル習ᚓにおける㋀りሙ的なẁ㝵ではないか

とศ析している。୍方で、フ࢕ーࣂࢻックの඘実によって、

合計Ⅼ＝ࣔチ࣋ーションレ࣋ル＝はྥ上しており、඲体と

しては(6（従業員‶㊊ᗘ）は上ྥいている。今後も本ㄪᰝ

をトラッキングしつつ、%�Dの「職業リࣁビリテーション

による⮬ᕫ実現」のため、ᙼらのࣔチ࣋ーションの⥔持・

ྥ上に引き続きດめていくᡤ存である。 

図㸱 036࢔ࢥࢫの᥎⛣㸦ᕥ㸸ྜィྑࠊ㸸ྛ㡯┠㸧 

 
。ルダム（-�5LFKDUG +DFNPDQ�*UHJ 5�2OGKDP）が提ၐ࢜�ックマンࣁ�3

あらࡺる職種に共通して、ձ技能多ᵝ性（多ᵝなスキルや能力をᚲ

せとされているか）、ղタスク完⤖性（各職務の目的や඲体ീがぢ

渡ࡏているか）、③タスク㔜せ性（఍社にどれくらい㈉⊩している

と思うか）、④⮬律性（どの⛬ᗘ、⮬律性やᶒ㝈があるか）、⑤

フ࢕ーࣂࢻック（௙஦やゝືについて、上ྖ・ྠ൉からどの⛬ᗘ

フ࢕ーࣂࢻックがあるか）の５つのパラ࣓ータについて、下グのබ

ᘧによりࣔチ࣋ーションレ࣋ル（0RWLYDWLRQ 3RWHQWLDO 6FRUH）を

測定するというものである。%6&ではキャリア面談᫬、各項目10ẁ㝵

で%�Dが⮬ᕫ評価している（1�000Ⅼ‶Ⅼ）。 

 

 

 

 

 図㸲 0RWLYDWLQJ 3RWHQWLDO 6FRUH㸦⫋ົ≉ᛶࣔࣝࢹ㸧 

 
【連絡先】 
⛯ᡤ ༤（さいしࢁࡦ ࡻし） 
精神ಖ健⚟♴ኈ・社఍⚟♴ኈ・௓ㆤ⚟♴ኈ 
௻業在⡠型職ሙ適ᛂ᥼ຓ者（ジョブコーチ） 

 ンター（+5&�%6&）ࢭート࣏ࢧッシュᰴᘧ఍社人஦部門業務࣎
H�PDLO㸸KLURVKL�VDLVKR#MS�ERVFK�FRP  
7(/�┤通��070�4�1�����2 
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ＲＰＡの࣒ࣛࢢࣟࣉ開発ࡿࡼ࡟㞀࠸ࡀ⪅の⫋ᇦᣑ኱のྲྀࡳ⤌ࡾ 

 

 （ービスᰴᘧ఍社 取⥾役ࢧレート࣏大東コー）ᶞ┤ ⸩ఀۑ
 

㸯  ࡌࡣめ࡟ 

大東コー࣏レートࢧービスᰴᘧ఍社は、障がい者雇用を

目的に200�年５月に大東建託ᰴᘧ఍社のᏊ఍社として設❧

され、ྠ年㸶月に≉౛Ꮚ఍社ㄆ定を受けた。 

その後、201�年４月にシェアーࢧࢻービスを提供してい

る大東ビジネスࢭンターᰴᘧ఍社と合ేし、現在に⮳って

いる。 

 

設❧当初は、ᖒ⚊の印刷・〇本や┳板〇作、名่作成等

が主な業務だったが、๓㏙の合ేにより஦務⣔の業務ẚ率

が大きく増加しており、᫖今では大東建託グループ඲体の

業務効率化を担う役割がồめられている。本ㄽᩥでは、障

がい者がそのᮇᚅにどのような役割で取り組んでいるかを

報࿌する。 

 

２  ＲＰＡの⌧≧ 

㹋㹋⥲◊のㄪᰝ㸯）によれば、௻業のＲＰＡ（5RERWLF 

3URFHVV $XWRPDWLRQ �ロ࣎テ࢕ック・プロࢭス・࢜ート

࣓ーション 以下㸸ＲＰＡ）のᑟ入率は201�年㸴月22㸣、

2019年㸯月32㸣と増加している。 

業務㈇担の㍍減や人手୙㊊への対ᛂ、ṧ業᫬㛫の๐減な

どのㄢ㢟解決の㸯つにＲＰＡをᑟ入する஦が、ᑟ入率の拡

大につながっていると考える。今後は人ᕤ知能技術との組

み合わࡏなど、ＲＰＡの更なる㧗ᗘ化、適用⠊ᅖの拡大が

進むものと推ᐹされる。 

ＲＰＡなどの情報技術をά用した障がい者雇用は、障が

い者の雇用のᯟをᗈࡆる可能性があるとᮇᚅするが、୍方

で障がい者の௙஦をዣってしまうのではないかとのᠱ念が

ある。 

㔝ᮧ⥲合◊✲ᡤのㄪᰝ２）によると情報技術のᑟ入によ

り、「障がい者の業務がなくなる」と回⟅している௻業が

上ሙ௻業で 21�3㸣、≉౛Ꮚ఍社 で13�2㸣ある中で、「障

がい者㛫の᱁ᕪが⏕じてしまう」と回⟅している上ሙ௻業

が22��㸣、≉౛Ꮚ఍社で14�9㸣と㠀常にネ࢞テ࢕ブな考え

方があることもᛀれてはならない。今後、10～20年後には、

᪥本のປാ人ཱྀの約49㸣がᑵいている職業において、人ཱྀ

知能やロ࣎ットに௦᭰することが可能との推計⤖ᯝが出て

いる中で、ＲＰＡは᪂しいᩆୡ主となると考えられる。 

 

㸱  ⫼ᬒ 

(�) ぶ఍♫࡛のＲＰＡᑟධ 

ぶ఍社である大東建託は2017年９月に定型業務を㍍減す

る஦を目的にＲＰＡをᑟ入した。 

当初は、大東建託社内でのシステム開発を目指したもの

の以下のㄢ㢟が㢧在化し開発が⁫っていた。 

ձ人員的ㄢ㢟 

Ѝ実業務ව務のⅭ、ＲＰＡ開発᫬㛫の☜ಖが困難 

ղ技術的ㄢ㢟 

Ѝシステム開発の経験ࢮロ 

③コストㄢ㢟 

Ѝ上グձղのㄢ㢟解決のため、専門の開発業者に 

依頼する選ᢥ⫥もあるが⭾大な㈝用が発⏕ 

⤖ᯝ、ＲＰＡの開発は୍部の部門が、実業務の合㛫に

⣽々とᵓ⠏していた。 

(2) ᙜ♫࡛のＲＰＡᑟධ 

୍方、当社では障がい者への業務創出・職域拡大がㄢ㢟

であった。ペーパレス化や業務ᨵ㠉が進む中、グループ఍

社からの受託業務の内ᐜがᚎ々に変化してきた。そこで、

障がい者がシステム⣔業務でά㌍出来るሙがないか㸽 障

がい者とシェアーࢧࢻービスをコラ࣎レーションできない

か㸽 の観Ⅼで業務創出を検ウした⤖ᯝ、ぶ఍社が進めて

いるＲＰＡ開発を当社で受託出来ないかとの考えに⮳った。 

多数のᑵປ⛣行ᨭ᥼஦業ᡤに「ＲＰＡ開発にマッチした

方がいないか㸽」「システム開発の出来る方はいないか㸽」

「システム開発をやりたい方はいないか㸽」などを☜ㄆし、

ＲＰＡをᩍえるᑵປ⛣行ᨭ᥼஦業ᡤと出఍った。 

 

㸲  㞀ࡿࡼ࡟⪅࠸ࡀＲＰＡ開発 

๓㏙の経⦋から、2019年２月より障がい者によるＲＰＡ

開発を開ጞした。 

(�) 㞀࠸ࡀ⪅の᥇⏝ 

当社では、障がい者の採用にあたり㸯～２㐌㛫⛬ᗘの実

習を実施しておりＲＰＡ開発せ員もྠᵝである。 

実習ᮇ㛫中は、当社で作成したプログラムの設計᭩をも

とに実際にＲＰＡを作成する。その中で、ձ௙஦の㉁ղコ

図㸯 㞀࠸ࡀのෆヂ㸦඲�3ྡ㸧 
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ミュニケーション③服務規律④取組姿勢⑤安定した勤怠等

の項目について評価し、実際に業務が可能かどうかも含め

て、当社の障がい者相談員やジョブコーチも交え採用の可

否を決定する。 

(2) 開発体制の構築 

開発にあたり、まずは、健常者のシステム開発者を採

用・育成した。もともとシステムエンジニア（以下「ＳＥ」

という。）の業務を行っていた方を採用し、ＲＰＡについ

て基礎から学習してもらった。ＳＥ職の経験があるので、

ＲＰＡの開発に関しては抵抗がなくスムーズに受け入れら

れた。 

健常者は『ＳＥ職』として、大東建託グループの業務部

門で作成したマニュアルを元に、業務担当者にヒアリング

を実施し、設計、障がい者へのプログラム作成指示を行う。

また、障がい者の作成したプログラムを検証し、業務部門

への引き渡しを行う。 

障がい者については、プログラマー（以下「ＰＧ」とい

う。）として採用し、ＲＰＡのプログラム開発を専任で実

施する。 

業務の流れとしては、業務委託元である大東建託グルー

プでＲＰＡ化する業務を選定し、情報システム部を通じて

当社へ開発を依頼。 

当社の『ＳＥ職』が、業務部門が作成したマニュアルを

解析し、簡単な設計図を作成する。設計図をもとに『ＰＧ

職』へ簡単なレクチャーを行い、開発を行う。 

開発が完了したプログラムを『ＳＥ職』が検証し、業務

部門へ開発レビューを実施し、情報システム部にてリリー

スする流れである（図２を参照）。 

『ＰＧ職』の役割は、ＲＰＡプログラムの開発専任であ

り、その他の業務を行うことは原則ない。 

 

 

(3) 就労環境 

ＲＰＡ開発にあたっては、当社では開発ルームとして専

用の部屋を設けている。これは、聴覚過敏や視覚過敏など

の症状がある方への配慮として行っている。当然のことな

がら、通常の執務スペースにも席を設けており、どちらで

業務するかは本人の適性・面談などにより判断している。

また、開発ルームには白板も用意し、視覚的に現在の業務

状況や社内、個人のスケジュールなどが共有・把握できる

ようにしている。 

(4) 開発実績 

ＲＰＡの開発は、大東建託グループよりＲＰＡ化対象業

務として約700件が開示されている。 

当社では、健常者２名、障がい者３名の５名体制で、

2019年４月～９月に当初目標の30件を大きく上回る40件の

開発を完了した。今後も継続して、障がい者プログラマー

の増員を図り、開発件数を大きく伸ばす予定である。 

「作成件数が延びる」＝「業務効率化が進む」であり、

大東建託グループの効率化に大きく寄与すると考える。 

 

５  今後の課題 

情報技術の進化により、通勤が困難な障がい者もパソコ

ンとインターネット環境があれば在宅でＲＰＡの開発業務

を実施することができると考える。潜在的にもこのような

スキルを持った障がい者は多数存在すると推測される。 

今後当社では、在宅勤務も含めた障がい者の採用を積極

的に進め、ＲＰＡの推進による業務効率化をグループ各社

に提供する。 

また、ＲＰＡの開発のみならず、プログラムの実行など

の運用業務も着手しており周辺業務への職域拡大に取り組

んでいる。 

 

６  まとめ 

この10年で、障がい者をとりまく環境は激変している。

雇用の中心となる障がい種別も身体や知的障がいから精神

障がいへと変遷し、実施する業務もシュレッダーやスキャ

ン、印刷、ファイリング等が主体だったが、現在ではデー

タ入力やチェック業務の割合が増加している。近い将来、

ＲＰＡをはじめとする情報技術の進展により従来型の障が

い者実施業務は減少すると思われる。 

我々は、常に障がい者を『出来ないかもしれない』とい

う固定観念を捨て、個々の可能性を信じ、更なる業務創出、

雇用拡大に取り組む。 
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図２ ＲＰＡ開発の流れ 
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